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奈良県木質バイオマス利活用フォーラム奈良県木質バイオマス利活用フォーラム奈良県木質バイオマス利活用フォーラム奈良県木質バイオマス利活用フォーラム
「「「「環境の時代における森林整備と環境の時代における森林整備と環境の時代における森林整備と環境の時代における森林整備と

木質バイオマス利用木質バイオマス利用木質バイオマス利用木質バイオマス利用」」」」

� 東京農業大学地域環境科学部
� 森林総合科学科 宮林茂幸
� 2015． 2．14

はじめにはじめにはじめにはじめに１）環境１）環境１）環境１）環境のののの時代を迎えた宇宙船時代を迎えた宇宙船時代を迎えた宇宙船時代を迎えた宇宙船地球号地球号地球号地球号→環境の時代環境の時代環境の時代環境の時代環境環境環境環境を守るとは、環境はレンタル商品を守るとは、環境はレンタル商品を守るとは、環境はレンタル商品を守るとは、環境はレンタル商品２）２）２）２）経済経済経済経済の発展と環境の発展と環境の発展と環境の発展と環境保全保全保全保全→みどりの経済みどりの経済みどりの経済みどりの経済（（（（グリーングリーングリーングリーン・・・・エコノミエコノミエコノミエコノミ））））→持続的持続的持続的持続的な循環型社会の形成とな循環型社会の形成とな循環型社会の形成とな循環型社会の形成とはははは３）３）３）３）森林森林森林森林は国民の共通財産は国民の共通財産は国民の共通財産は国民の共通財産→森林文化社会森林文化社会森林文化社会森林文化社会原子力原子力原子力原子力発電と安心・安全な発電と安心・安全な発電と安心・安全な発電と安心・安全な暮らし暮らし暮らし暮らし
↓豊かなふるさと日本豊かなふるさと日本豊かなふるさと日本豊かなふるさと日本→美しい森の創造美しい森の創造美しい森の創造美しい森の創造

環境環境環境環境の時代との時代との時代との時代とはははは１．21世紀を迎えた国民生活：生活環境の不安食の不安、住の不安、将来不安→金融危機東日本大震災・原発問題→循環型社会２．産業構造の転換：環境保全優先の経済社会本物の生産と本物の消費安全→持続→連携＝参加型社会→責任３．山村への期待（豊かさ、健康、癒し）物質循環・経済循環→環境循環→循環型社会
→環境共生社会（環境資本主義）

50年－年－年－年－100年先の日本年先の日本年先の日本年先の日本１．大幅な人口減少：100年で1/2２．生産力の急速な縮小：超高齢化社会３．国土保全が危うい→国土安全保障問題社会経済の矛盾
↓安心・安全な国土と生産力山づくりは100年の計
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耕作放棄地の推移耕作放棄地の推移耕作放棄地の推移耕作放棄地の推移（００年→０５年）

深層崩壊危険箇所深層崩壊危険箇所深層崩壊危険箇所深層崩壊危険箇所
川の勾配川の勾配川の勾配川の勾配

山村振興法に基づく振興山村山村振興法に基づく振興山村山村振興法に基づく振興山村山村振興法に基づく振興山村の実態の実態の実態の実態①①①①全市町村の4割（734）②国土面積の約半分（1785万ha）③森林面積では6割（1517万ha）
→人口はわずか3％（393万人）

２２２２、、、、山村の山村の山村の山村の機能機能機能機能と役割と役割と役割と役割

責任ある参加型の地域づくり責任ある参加型の地域づくり責任ある参加型の地域づくり責任ある参加型の地域づくり

� 安全なものづくり（産物）
� 安全を持続することずくり（コミュニティ）
� 全員が参加するひとづくり

↓責任ある地域責任ある地域責任ある地域責任ある地域本物を生産すること本物を生産すること本物を生産すること本物を生産すること本物を消費すること本物を消費すること本物を消費すること本物を消費すること積極的に参加する積極的に参加する積極的に参加する積極的に参加する
持続持続持続持続

S

連携連携連携連携

P

安全安全安全安全
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1））））少子高齢化の先進地少子高齢化の先進地少子高齢化の先進地少子高齢化の先進地：：：：①この50年間に42％の減（全国29％増）②64歳以下58％減（全国5％増）③65歳以上は34％増（全国23％増）＊近年は全国で少子高齢化傾向
2））））多様多様多様多様なななな山村山村山村山村のののの資源利用資源利用資源利用資源利用①農林漁業（15％）②製造業（17％）③卸小売業（13％）④サービス業（39％） →山村の基幹産業は？⑤建設業（10％） 複合的産業→複合就業⑥運輸（4％）
→ここ20年間では全体的に減少する中で、建設業・農林漁業・製造業が特に減少傾向→森林や農地を活用した土地生産業の展開

3) 山村の役割山村の役割山村の役割山村の役割１．国土保全：みどりの安全保障２．森林を守る担い手：水の安全保障３．食料生産基地：食料安全保障
４）．山村の４）．山村の４）．山村の４）．山村の3局面局面局面局面１）１）１）１）消滅の危機にある山村→集落再編２）10年以降厳しくなる山村→集落間協働３）元気な山村→多様な地域との交流・連携

３３３３．．．．わが国の森林資源と林業の概要わが国の森林資源と林業の概要わが国の森林資源と林業の概要わが国の森林資源と林業の概要１）国土のおよそ１）国土のおよそ１）国土のおよそ１）国土のおよそ67％％％％を占める森林を占める森林を占める森林を占める森林。自然林と人工林、。自然林と人工林、。自然林と人工林、。自然林と人工林、２）２）２）２）少子高齢化でメタボリックな森林少子高齢化でメタボリックな森林少子高齢化でメタボリックな森林少子高齢化でメタボリックな森林→森林面積と森林蓄積森林面積と森林蓄積森林面積と森林蓄積森林面積と森林蓄積３）３）３）３）線香林となった森林線香林となった森林線香林となった森林線香林となった森林→脆弱な樹木と弱々しい森脆弱な樹木と弱々しい森脆弱な樹木と弱々しい森脆弱な樹木と弱々しい森→適正適正適正適正なななな管理管理管理管理が必要が必要が必要が必要４）４）４）４）1/10に下落した木材価格に下落した木材価格に下落した木材価格に下落した木材価格→林業経営の採算割れ、日本林業経営の採算割れ、日本林業経営の採算割れ、日本林業経営の採算割れ、日本林林林林業業業業の低迷の低迷の低迷の低迷５）５）５）５）森林を再生するとは森林を再生するとは森林を再生するとは森林を再生するとは→新たな木材利用、森林整備の新たな木材利用、森林整備の新たな木材利用、森林整備の新たな木材利用、森林整備のグラグラグラグランドンドンドンド・デザイン・デザイン・デザイン・デザイン
↓森林森林森林森林を守るを守るを守るを守る→木を使うこと木を使うこと木を使うこと木を使うこと

1））））わが国の森林わが国の森林わが国の森林わが国の森林資源資源資源資源
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木材価格の推移

1980年 2009年 80/09

� スギ丸太価格 39,600円/ｍ３ 10,900円/ｍ３ 27％
� ヒノキ丸太 76,400円/ｍ３ 21,300円/ｍ３ 28％
� 山元立木価格スギ山元立木価格スギ山元立木価格スギ山元立木価格スギ 22,707円/ｍ３ 2,548円/ｍ３ 11％
� 山本立木ヒノキ山本立木ヒノキ山本立木ヒノキ山本立木ヒノキ 42,947円/ｍ３ 7,850円/ｍ３ 18%米ツガ丸太 22，600円/ｍ３ 23,500円/ｍ３
� 米マツ丸太 27，200円/ｍ３ 27,400円/ｍ３

１）森林資源の成熟化（過熟）：保育から伐採、25億ｍ３ｍ３ｍ３ｍ３→44億ｍ３ｍ３ｍ３ｍ３２）長期林業不振：世界一安い木材＝スギ材森林管理不足→森林荒廃→みどりの砂漠化３）日常的な環境問題：森林保全への関心↑森林ボランティア、ＣＳＲ：木使い運動４）最近の木材需給構造：中国・インドの需要拡大構造材→集成材、住宅産業→木材加工業
5）新たな価値：カーボンオフセット・クレジット、木質バイオマス、新素材開発：健康・教育→都市と交流・連携６）林業再生プラン：林業再生かそれとも森林再生か

２）森林２）森林２）森林２）森林・林業の特徴・林業の特徴・林業の特徴・林業の特徴

4．．．．これからの山村活性化の視点これからの山村活性化の視点これからの山村活性化の視点これからの山村活性化の視点１．地域活性化→地域づくりへの参加地域らしさと時代にふさわしい価値新たな価値の創出→木質バイオマス利用２．生産力の拡大→安心・安全な本物づくり３．ものづくりの価値→暮らしの仕組みづくり
↓ストリーマーケット→金の循環づくり多様なセクターとの交流・連携

地域（山村）振興は、地域資源（森林）の多面的機能発揮、循環型社会実践のために必要な喫緊の国家的課題。
•山村は全人口の３％全人口の３％全人口の３％全人口の３％だが、国土面積の約５割、森林の６割国土面積の約５割、森林の６割国土面積の約５割、森林の６割国土面積の約５割、森林の６割を占める
•高齢化、過疎化が顕著
•山村集落消滅の危機山村の現状
•森林の多面的機能の低下へ
•里山林等生活圏の荒廃 → 下流域・農村・都市圏への影響下流域・農村・都市圏への影響下流域・農村・都市圏への影響下流域・農村・都市圏への影響
•水源涵養・水害等緩和等の劣化、獣害増加等、国土保全、国民生活、産業に影響
•山村が継承してきた、文化、技能、智恵等と「ふるさと」の喪失「ふるさと」の喪失「ふるさと」の喪失「ふるさと」の喪失山村振興は国家的課題 • 就業機会の減少就業機会の減少就業機会の減少就業機会の減少
•耕作放棄地の増大
•空き家の増加
•獣害・病虫害の発生
• 森林の荒廃森林の荒廃森林の荒廃森林の荒廃山村の悩み 674 
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山村・森林の豊富な資源を利活用し、山村活性化を目指す。再生可能エネルギーにより、新たな可能性を拓く。
•森林は豊富な未利用資源未利用資源未利用資源未利用資源（木質バイオマス、特用林産物、空間）
•山村は日本の基底文化基底文化基底文化基底文化を維持・継承
•人口の大多数を占める都市に欠けるものを供給・提供都市に欠けるものを供給・提供都市に欠けるものを供給・提供都市に欠けるものを供給・提供可能

→新たな「豊かさ」「幸せ」
→地域循環による活性化効果、流域・都市・企業との連携山村の可能性
• ＦＩＴ制度による新たな就業機会新たな就業機会新たな就業機会新たな就業機会の創出
•災害時の自立の確保（食料・水に加え、エネルギーの自給エネルギーの自給エネルギーの自給エネルギーの自給）
•地域内循環による豊かさの効果（外部支出の抑制、地域内の関係性の充実）
•サステナビリティ社会のモデル（低炭素、生物多様性、健康、幸せ）山村活性化と再生可能エネルギー
• （発電（発電（発電（発電→ＦＩＴ制度による普及）ＦＩＴ制度による普及）ＦＩＴ制度による普及）ＦＩＴ制度による普及）木質バイオマス発電→未利用資源の価値化風力・水力・太陽光・地熱→地域循環
•（（（（熱熱熱熱→地域循環主体地域循環主体地域循環主体地域循環主体））））木質バイオマス（薪・炭、チップ、ペレット）山村における再生可能エネルギー 集積所に集まった広葉樹材

山企業・下流都市との連携
製材・加工 炭焼き木酢液竹酢液きのこ原木栽培/菌床栽培名人じいちゃんばあちゃん水源涵養、CO2吸収、治山治水木材・竹材 森林生態系/生物多様性（鳥獣、川魚、花、実、昆虫等）

体験活動・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝきのこ・山菜・野草の採集、加工農家民宿
里山直売所・ネットショップ木の家木造公共施設 伝統工芸ｵｶﾞ粉・粉炭・ﾁｯﾌﾟの農業利用・敷料利用産業資材・新素材利用

子育て・環境教育森林療法・セラピー
きのこ、山菜野草、花木枝物林床副産物、樹皮樹液森のガイド

家具・木工品 持続的利用の智恵・技術、人材土場の運用：未利用材の集積 燃料、除湿、消臭、水質浄化等生活用品花木枝物燻製用
養蜂

有機農産品ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ野菜
エネルギー利用エネルギー利用エネルギー利用エネルギー利用

里山林を活かした生業づくりの手引き(2013.3）図を改変

山村振興に向けた森林資源と山村振興に向けた森林資源と山村振興に向けた森林資源と山村振興に向けた森林資源と再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギー再生可能エネルギーイメージ図イメージ図イメージ図イメージ図

参考：里山林整備活用事例木材・竹材
• １．薪
• ２．炭
• ３．チップ
• ４．ペレット
• ５．粉
• ６．キノコ栽培
• ７．竹
• ８．用材
• ９．新素材開発
• 10.その他林産物
• 11.素材利用（繊維・葉・樹皮等）
• 12.塗料
• 13.食用（食材・薬草・林床栽培等）
• 14.その他空間活用・公益的機能
• 15.生物多様性
• 16.文化的景観
• 17.セラピー（医）
• 18.教育(保育・学校)

• 19.遊び(レクリエーション)

里山林の整備活用タイプ類型里山林の整備活用タイプ類型里山林の整備活用タイプ類型里山林の整備活用タイプ類型 事例の一部事例の一部事例の一部事例の一部 （（（（Webサイト「里山なび」http://satoyama-navi.jp/に掲載）１.薪 宅配システムによる薪等の木質エネルギー利用 11．素材利用（繊維・葉・樹皮等） 蔦性植物を活用した工芸品ブランド作りクヌギ等成熟林の薪利用 未利用資源「葉っぱ」の活用によるビジネス展開２.炭 市民参加によるマツ枯れ被害木探索と炭焼き利用 12．塗料 漆掻きの伝統技術の保全と活用クヌギ林の循環と高級炭の生産 漆掻きの技術伝承と漆山の保護育成３．チップ 里山林整備によるチップ生産と遺跡保全の一体的実施 13．食用（食材・薬草・林床栽培等） イタドリを用いたジャムの商品化スモークチップをはじめとする多様なウッドチップの生産販売 14．その他 サカキの育成と商品化４．ペレット 「木サイクル事業」におけるペレット製造と利用拡大 クヌギ林等を活用した天蚕（ヤママユガ）飼育５．粉 おが粉、樹皮等を利用した人工培地や堆肥生産 15．生物多様性やんばるの森におけるツバキの森の保全再生スギ間伐材による木粉の製造と活用 多様なボランティアによる昆虫類が生息できる里山林づくり６．キノコ栽培 間伐材を利用したおが粉の製造とえのき茸の栽培・加工 16．文化的景観自生山野草の保護増殖による里山林景観の創出７．竹 竹を活用した飼料用ペレット製造 檀家グループとの協働による歴史遺構の保全と里山再生竹林を観光タケノコ園に利用 17．セラピー(医) 森林空間のセラピー活用８．用材 つげの育成・販売間伐材による高付加価値家具づくり 18．教育（保育・学校） 雑木林の私有林を開放し、「森の保育園」を開設９．新素材開発 北海道モミ精油を中心とした香りのビジネス 里山の学校教育利用ウッドチップを加工し、自然素材の舗装材として活用 19．遊び(レクリエーション) 放置林を整備しツリーハウスビレッジを造成10．その他 おがくずを活用したバイオトイレ 里山林の恵みを温泉旅館で活用
森林・里山林の活用と生業づくり①持続的な利活用の必要①持続的な利活用の必要①持続的な利活用の必要①持続的な利活用の必要性性性性里山林は、継続的に手を入れることではじめて維持される。地域ごとに持続的な利活用の仕組みが不可欠である。かつての利用形態を見つめ直すことが新たな利活用を生み出すヒントとなることも多い。 ②新しい利活用②新しい利活用②新しい利活用②新しい利活用の構築と生の構築と生の構築と生の構築と生業づくり業づくり業づくり業づくり里山林に新たな利用価値を見出すことで、地域に生業を生み出す工夫が日本各地で行われている。それは数世帯～数十世帯の規模であったり、季節を限定した収入である場合も多いが、複数の生業を組み合わせ、あるいは事業化していくことで、地域活性化する、新たな希望が生まれている。伐採伐採伐採伐採 山菜山菜山菜山菜薪・炭薪・炭薪・炭薪・炭きのこきのこきのこきのこ用材用材用材用材 伐採直後

10年～20年20年～30年
萌芽更新を利用した広葉樹の循環利用（山形県飯豊町中津川地区の場合）

■福島県鮫川町さぎり荘の薪ボイラー⇒森林が温める肌にやさしい温泉。ボイラーは機関車をイメージしたデザイン。 ■徳島県上勝町未利用資源「葉っぱ」を「つまもの」として商品化。（写真は株式会社いろどりホームページより）
木質バイオマスの発生源木質バイオマスの発生源木質バイオマスの発生源木質バイオマスの発生源

木質バイオマスの新利用技術アドバイザリーグループ会合資料より
�未利用木質資源は、活用が難しい資源

� 大曲材、病害木、根元、枝条、造材残材等
� 価値が低く、搬出にはコストがかかる 未利用間伐材の活用が課題未利用間伐材の活用が課題未利用間伐材の活用が課題未利用間伐材の活用が課題

0 200 400 600 800 1,000

建設発生木材工場残材未利用間伐材等
利用 未利用

約約約約800800800800万トン発生（約万トン発生（約万トン発生（約万トン発生（約2,0002,0002,0002,000万万万万mmmm3333相当）相当）相当）相当）約約約約340340340340万トン発生万トン発生万トン発生万トン発生約約約約410410410410万トン発生万トン発生万トン発生万トン発生5%5%5%5%90% 10%95%95%95%95% (万トン)
ほとんど未利用ほとんど未利用ほとんど未利用ほとんど未利用

森林・林業白書平成25年版より
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木質バイオマスと森林・林業木質バイオマスと森林・林業木質バイオマスと森林・林業木質バイオマスと森林・林業

� 木質バイオマスは、通常の森林整備の際に発生する
� 木質バイオマスの生産とは、整備＋αの作業

� 木質バイオマスを生産する作業システムを通常の整備に加える
� 整備で発生する木質バイオマス量の把握を行う

� 木質バイオマスを増やす＝整備量（面積）を増やす＝建材（AB材）が増える＝建材の供給先・需要が必要
� 建材と合わせた供給体制で素材生産が成り立つ
� 地域の林業・木材産業の振興、木材の需要創出が必要

木質バイオマスの利用形態木質バイオマスの利用形態木質バイオマスの利用形態木質バイオマスの利用形態

� ＦＩＴ制度で注目を集める木質バイオマス発電
� 汽力発電、ガス化発電

� 性能が向上した木質ボイラー（熱利用）
� 農業ハウス、温浴、冷暖房
� ペレット、チップ、薪ボイラー

� 小規模モデルが可能な熱利用
� 家庭、事業所用ストーブ

� 今後の研究開発・実証、導入の可能性
� 熱電併給、ＯＲＣ（オーガニックランキンサイクル等）
� 水素、液体燃料等

木質バイオマス発電所（会津若松市）
原木集積チップ工場・集積（喜多方市）素材生産事業者（会津若松地方森林組合等）

売電（ＦＩＴ）（電力会社ＰＰＳ）電力グリーン発電会津民間事業者 都市・企業間伐材・林地残材（原木） チップ化出資（ESCO事業者：東京）電力 ＰＰＳから購入（構想）
会津若松市
公共施設等エネルギーコントロールセンター見える化 ホームページ 未利用材チップ販売

販売
経営主体スマートグリッド搬出補助

チップ乾燥後燃焼
事例 ㈱グリーン発電会津 河東発電所• 所在地：福島県会津若松市

• 発電出力：5,700kW

• 稼働開始：平成24年７月
木質バイオマスの由来と価格

(FIT制度)バイオマスバイオマスバイオマスバイオマス メタン発酵メタン発酵メタン発酵メタン発酵ガス化発電ガス化発電ガス化発電ガス化発電 未利用木材未利用木材未利用木材未利用木材燃焼発電燃焼発電燃焼発電燃焼発電
(※※※※1)

一般木材等一般木材等一般木材等一般木材等燃焼発電燃焼発電燃焼発電燃焼発電
(※※※※2)

廃棄物（木質以外）廃棄物（木質以外）廃棄物（木質以外）廃棄物（木質以外）燃焼発電燃焼発電燃焼発電燃焼発電
(※※※※3)

リサイクル木材リサイクル木材リサイクル木材リサイクル木材燃焼発電燃焼発電燃焼発電燃焼発電
(※※※※4)ガイドラインでガイドラインでガイドラインでガイドラインでの区分の区分の区分の区分 （該当なし） 間伐材等由来の木質バイオマス 一般木質バイオマス （該当なし） 建築資材廃棄物調達価格調達価格調達価格調達価格 40.95円

(39円+税)

33.6円
(32円+税)

25.2円
(24円+税)

17.85円
(17円+税)

13.65円
(13円+税)調達期間調達期間調達期間調達期間 20年間 20年間 20年間 20年間 20年間

(※※※※1)間伐材や主伐材であって、後述する設備認定において未利用であることが確認できたものに由来するバイオマスを燃焼させる間伐材や主伐材であって、後述する設備認定において未利用であることが確認できたものに由来するバイオマスを燃焼させる間伐材や主伐材であって、後述する設備認定において未利用であることが確認できたものに由来するバイオマスを燃焼させる間伐材や主伐材であって、後述する設備認定において未利用であることが確認できたものに由来するバイオマスを燃焼させる発電発電発電発電
(※※※※2)未利用木材及びリサイクル木材以外の木材（製材端材や輸入木材）並びにパーム椰子殻、稲未利用木材及びリサイクル木材以外の木材（製材端材や輸入木材）並びにパーム椰子殻、稲未利用木材及びリサイクル木材以外の木材（製材端材や輸入木材）並びにパーム椰子殻、稲未利用木材及びリサイクル木材以外の木材（製材端材や輸入木材）並びにパーム椰子殻、稲わらわらわらわら・もみ殻に由来するバイオマ・もみ殻に由来するバイオマ・もみ殻に由来するバイオマ・もみ殻に由来するバイオマスを燃焼させる発電スを燃焼させる発電スを燃焼させる発電スを燃焼させる発電
(※※※※3)一般廃棄物、下水汚泥、食品廃棄物、ＲＤＦ、ＲＰＦ、黒液等の廃棄物由来のバイオマスを燃焼させる発電一般廃棄物、下水汚泥、食品廃棄物、ＲＤＦ、ＲＰＦ、黒液等の廃棄物由来のバイオマスを燃焼させる発電一般廃棄物、下水汚泥、食品廃棄物、ＲＤＦ、ＲＰＦ、黒液等の廃棄物由来のバイオマスを燃焼させる発電一般廃棄物、下水汚泥、食品廃棄物、ＲＤＦ、ＲＰＦ、黒液等の廃棄物由来のバイオマスを燃焼させる発電
(※※※※4)建設廃材に由来するバイオマスを燃焼させる発電建設廃材に由来するバイオマスを燃焼させる発電建設廃材に由来するバイオマスを燃焼させる発電建設廃材に由来するバイオマスを燃焼させる発電

木質バイオマス発電事業は木質バイオマス発電事業は木質バイオマス発電事業は木質バイオマス発電事業は

どこでできるのかどこでできるのかどこでできるのかどこでできるのか

� 未利用材以外は、９割が使われている
� 木質バイオマスは輸送が課題

� コストがかかる；木質燃料は同時に空気や水を輸送する
� 森林に近いところが適している

� 森林資源が豊富な自治体
� 森林資源は必要条件だが、十分条件ではない
� 輸入燃料を使用する発電所は、海岸沿い

木質木質木質木質バイオマス発電の必要条件バイオマス発電の必要条件バイオマス発電の必要条件バイオマス発電の必要条件（例：（例：（例：（例：5MWクラス汽力発電）クラス汽力発電）クラス汽力発電）クラス汽力発電）
� 立地；平坦な空き地（工業団地など）

� 1ha（10,000m2）程度
� 用水；600～1,000トン／日必要、ミネラル分除去
� 燃料（木質バイオマス）；180～200トン/日必要

� 年間60,000トン＝m3換算で7～8万m3/年
� 埼玉県の年間素材生産量に匹敵

� 系統連系；（電力会社と送電接続）
� 特別高圧線との距離、容量で追加投資が必要
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木質バイオマス発電の特徴木質バイオマス発電の特徴木質バイオマス発電の特徴木質バイオマス発電の特徴

� 発電所の運営に人手を要する（5MWクラスで15名程度）
� 雇用が生まれる＝地域貢献

� 太陽光、風力、水力＝エネルギーが「自然にやってくる」発電
� 木質バイオマス発電＝エネルギーを「人為で持ってくる」発電
� 発電に必要な燃料を調達する必要

� コストの大部分を占める
� 収集範囲が広域になれば、運送コストが増し、燃料費UP

� 20km圏内、50km圏内、100km圏内、・・・
� 燃料は毎日必要＝発電所内で多くはストックできない
� 燃料（木質バイオマス）の安定的な調達が最重要

木質バイオマス発電の十分条件木質バイオマス発電の十分条件木質バイオマス発電の十分条件木質バイオマス発電の十分条件

①①①①～木質バイオマスの安定的な調達（供給）～～木質バイオマスの安定的な調達（供給）～～木質バイオマスの安定的な調達（供給）～～木質バイオマスの安定的な調達（供給）～１．素材生産の作業システム路網の整備、高性能林業機械の導入→低コスト化２．集約化：森林経営計画の進捗、団地化、森林所有者の同意…３．施業方法：集材（短幹・全幹・全木）、列状間伐、効率と低コスト
→皆伐（植栽＋獣害対策）…４．土場：山土場、中間土場、集積場、原木市場、共販所→５．チップ化：チップ事業者、森林組合、廃棄物処理業者、自前調整６．運送業者：地域内の業者、地域外の業者、自前調整

木質木質木質木質バイオマス発電のバイオマス発電のバイオマス発電のバイオマス発電の十分十分十分十分条件②条件②条件②条件②～関係者間の合意形成～～関係者間の合意形成～～関係者間の合意形成～～関係者間の合意形成～１．多くの事業者が主体として関わる事業２．協力関係なしに、発電事業は成り立たない３．地域内で完結させられるかどうかは、発電規模次第４．発電規模が大きくなれば、地域外も関係する５．燃料（チップ・原料）価格が決まれば、供給可能性が決まる６．燃料価格が決まらないと、運営計画は進まない７．取引は相対でも、関係者が同一テーブルで話し合いによってコミュニケーションが生まれ、合意が進みやすくなる、「事業目的の共有」ができるか？８．事業の目的は、事業者（営利運営）と自治体（公益性）で異なる
木質バイオマス発電の実現可能性木質バイオマス発電の実現可能性木質バイオマス発電の実現可能性木質バイオマス発電の実現可能性１．民間だけでは難しい合意形成→自治体の協力が必要自治体の立場：地域活性化、森林・林業振興、エネルギー政策等：自治体に明確なビジョン、実行力はあるか？＊森林・林業、木質バイオマスの利活用、地域の未来２．自治体が関係者を調整できるか３．発電と森林林業の関係を理解する必要周辺の発電所、木質等利用実態・計画との共存は可能か：「事業者の論理」と「地域の論理」のバランス感覚いずれかに傾くと成立しない、途中で行き詰まる４．熱利用を検討するなら、需要先から考える

日刊木材新聞特集より

（事例）高知県梼原町 • 所在地：高知県梼原町
• 発電出力：
• 稼働開始：

風⼒発電梼原町⼩⽔⼒発電 風ぐるま基金風ぐるま基金風ぐるま基金風ぐるま基金（梼原町環境基金）中学校（昼）・街灯（夜） 地熱利⽤
ペレット工場（運営：森林組合）ゆすはらペレット㈱（第三セクター）梼原町森林組合

公共施設学校 等
集材・選別森林価値創造⼯場乾燥・製材地元材 端材等 全木ペレット製造地域材利用

電力（独立系統） ヒートポンプ・プール施設（公共）
間伐・搬出促進の補助 電力

販売木質ボイラーFSC森林認証協働の森（企業連携）森林セラピー
CO2クレジット創出 未利用材等 都市・企業売電（電力会社ＦＩＴ）売電収入新エネ（ＰＶ・ＢＳ等）設備補助利益 農業ハウス家庭 等用材・住宅材販売（顔の見える家づくり）（直営）（直営） 電力（余剰売電）
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薪ストーブのメリット薪ストーブのメリット薪ストーブのメリット薪ストーブのメリット１．地球温暖化防止に貢献２．荒廃している里山再生に貢献３．柔らかいぬくもり→心地よい・新築の・新築の・新築の・新築の家でもOK,（煙の出が少なくなりました）・費用は10万円～70万円（その他煙突などの取付費15万）
木質木質木質木質バイオマスをバイオマスをバイオマスをバイオマスを使用使用使用使用した地域づくりした地域づくりした地域づくりした地域づくり１１１１．循環型．循環型．循環型．循環型社会の地域づくり社会の地域づくり社会の地域づくり社会の地域づくり：：：：温暖化防止温暖化防止温暖化防止温暖化防止２２２２．みどり豊かな国土の形成：里山保全、生物多様性の．みどり豊かな国土の形成：里山保全、生物多様性の．みどり豊かな国土の形成：里山保全、生物多様性の．みどり豊かな国土の形成：里山保全、生物多様性の保全保全保全保全→美しいふるさと再生美しいふるさと再生美しいふるさと再生美しいふるさと再生３．健康的で３．健康的で３．健康的で３．健康的で、暖かい家庭の形成：薪生産・暖かい空間・、暖かい家庭の形成：薪生産・暖かい空間・、暖かい家庭の形成：薪生産・暖かい空間・、暖かい家庭の形成：薪生産・暖かい空間・健康的な生活健康的な生活健康的な生活健康的な生活→コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ→新たな価値創出新たな価値創出新たな価値創出新たな価値創出
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